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車を運転するにあたって 
車を運転するうえでの各部のはたらき、装置の 

使いかた、運転の方法について説明しています。 
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メーターのはたらき 
メーター 

タコ メーター装着車以外 

マルチ インフォメーション ディスプレイ装着車以外 

グレードの違い、オプションも含まれています。 

スピード メーター 時計 

燃料計 

シフト セレクト 
インジケーター 

セキュリティ表示灯 オド メーター／ 
トリップ メーター 

オド／トリップ 
表示切り替え・ 
リセット スイッチ 

時刻調整スイッチ 

 

メーター照明 

車幅灯に連動して点灯・消灯します。 

車幅灯が消灯している状態で、エンジン スイッチが“ACC”または“LOCK”の位置

のときは、ドア連動機能により点灯・消灯します。 

 (ドア連動機能→ 224 ページ) 

アドバイス 

メーター照明の照度は調整することができます。 

(照度調整→ 124 ページ) 
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タコ メーター装着車以外 

マルチ インフォメーション ディスプレイ装着車 

グレードの違い、オプションも含まれています。 

エコ ドライブ 
ゲージ 

燃料計 

シフト セレクト 
インジケーター 

マルチ 
インフォメーション 
ディスプレイ 

オド メーター／ 
トリップ メーター 

オド／トリップ 
表示切り替え・ 
リセット スイッチ 

ディスプレイ 
表示切り替え 
スイッチ 

スピード メーター セキュリティ表示灯 

 

メーター照明 

車幅灯に連動して点灯・消灯します。 

車幅灯が消灯している状態で、電源が“ACC”または“OFF”のときは、ドア連動機

能により点灯・消灯します。 

 (ドア連動機能→ 224 ページ) 

アドバイス 

メーター照明の照度は調整することができます。 

(照度調整→ 124 ページ) 
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タコ メーター装着車 

ターボ車以外 

グレードの違い、オプションも含まれています。 

エコ ドライブ 
ゲージ 

時計 燃料計 

オド メーター／ 
トリップ メーター 

マルチ 
インフォメーション 
ディスプレイ 

オド／トリップ 
表示切り替え・ 
リセット スイッチ 

ディスプレイ 
表示切り替え 
スイッチ 

セキュリティ 
表示灯 

スピード メーター タコ メーター シフト セレクト 
インジケーター 

 

メーター照明 

電源が“ON”のとき、車幅灯の点灯・消灯に関わらず点灯します。 

メーター照明が点灯しているときに車幅灯を点灯させると、メーター照明が減光しま

す。 

 

アドバイス 

ライトの点灯・消灯の確認は、ライティング スイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティング スイッチ表示灯→ 133 ページ) 

メーター照明の照度は調整することができます。また、車幅灯を点灯させたときに、

減光しないようにすることもできます。 

(照度調整→ 124 ページ) 
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タコ メーター装着車 

ターボ車 

グレードの違い、オプションも含まれています。 

エコ ドライブ 
ゲージ 

時計 燃料計 

オド メーター／ 
トリップ メーター 

マルチ 
インフォメーション 
ディスプレイ 

オド／トリップ 
表示切り替え・ 
リセット スイッチ 

ディスプレイ 
表示切り替え 
スイッチ 

セキュリティ 
表示灯 

スピード メーター タコ メーター シフト セレクト 
インジケーター 

 

メーター照明 

電源が“ON”のとき、車幅灯の点灯・消灯に関わらず点灯します。 

メーター照明が点灯しているときに車幅灯を点灯させると、メーター照明が減光しま

す。 

 

アドバイス 

ライトの点灯・消灯の確認は、ライティング スイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティング スイッチ表示灯→ 133 ページ) 

メーター照明の照度は調整することができます。また、車幅灯を点灯させたときに、

減光しないようにすることもできます。 

(照度調整→ 124 ページ) 
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スピード メーター 

走行速度をkm/ｈで表示します。 

 

オド メーター／ 

トリップ メーター 

電源が“ON”のとき、表示されます。 

 

オド メーター（積算距離計） 

走行した総距離を表示します。 

 

トリップ メーター（区間距離計） 

リセットした地点からの走行距離を表示

します。 

トリップ メーターは、同時に 2 つの区間

の走行距離を表示することができます。 

 

オド／トリップ表示切り替え・ 

リセット スイッチ 

表示を切り替えるには 

スイッチを押すごとに、表示が切り替わ

ります。 

＊1 
 
＊2

「アイドリング ストップ」装着車のみ 
 
車幅灯が点灯しているときに表示され
ます。 

積算距離計  

トリップ メーターA 
 

トリップ メーターB

エコ表示の 
表示／非表示設定 

 照 度 調 整*2

アイドリング ストップ　 
時間*1

総アイドリング ストップ　 
時間*1

 

トリップ メーター表示をリセットするには 

リセットするトリップ メーター（Aまた

はB）を表示させ、スイッチを押し続け

ると、表示が“0.0”になります。 

 

エコ表示の表示／非表示設定 

エコ表示の“Eco On”、“Eco OFF”を

切り替えることで、下記のエコ表示の表

示、非表示を切り替えることができます。 

(エコ表示→ 130 ページ) 

ecoリーフ ゲージ 

ブルーecoシグナル メーター 

Info-ECO 
（インフォ・エコ）ランプ 
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切り替え方法 

1. オド／トリップ表示切り替え・リセ

ット スイッチを押して、“Eco On”

（または“Eco OFF”）を表示します。 

2. オド／トリップ表示切り替え・リセ

ット スイッチを約 1 秒以上押し続け

る ご と に 、 “ Eco On ” 、 “ Eco 

OFF”が切り替わります。 

 

Info-ECO（インフォ・エコ） 

ランプ 

表示設定 

Eco OFF 常時消灯します。 

Eco On
二酸化炭素排出量の少ない、
環境にやさしい運転をしてい
ると点灯します。 

 

ecoリーフ ゲージ 

オプション/グレード別装備 

表示設定 

Eco OFF 全ての目盛りが消灯します。 

Eco On
二酸化炭素排出量の少ない、
環境にやさしい運転をしてい
ると目盛りが増えます。 

 

ブルーecoシグナル メーター 

オプション/グレード別装備 

表示設定 

Eco OFF

Eco On

二酸化炭素排出量の少ない、
環境にやさしい運転をしてい
ると、スピード メーターとタ
コ メーターの目盛りが白色か
ら青色に変わっていきます。 

目盛りの色は白色のままです。 
 

アイドリング ストップ時間表示 

「アイドリング ストップ」装着車 

アイドリング ストップ時間 

電源を“ON”にしてからのアイドリング 

ストップ時間を表示します。 

 

総アイドリング ストップ時間 

表示をリセットしてからのアイドリング 

ストップ時間を表示します。 

 

総アイドリング ストップ時間表示をリセッ

トするには 

総アイドリング ストップ時間を表示させ、

オド／トリップ表示切り替え・リセット 

ス イ ッ チ を 押 し 続 け る と 、 表 示 が

“00:00:00”になります。 
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照度調整 

照度調整表示中、オド／トリップ表示切

り替え・リセット スイッチを約 1 秒以上

押し続けている間、メーター照明の明る

さが下表のように変わります。 

明るさ 

明るい 

暗い 

表示 照度レベル 

レベル3

レベル2

レベル1

レベル4
 

 

アドバイス 

電源が“ON”で、車幅灯が点灯してい

るときのみ、照度調整を表示させるこ

とができます。 

タコ メーター装着車 

“レベル 1”に設定すると、車幅灯を

点灯させたときに、メーター照明が減

光しません。 

 

燃料計 

電源が“ON”のとき、燃料残量を表示し

ます。 

燃料残量が 2WD車は約 6、AWD車は約

5.5以下になると、タコ メーター装着車

以外は燃料計の一番左の目盛りと燃料残

量警告灯が点滅し、タコ メーター装着車

は燃料残量警告灯が点灯します。 

(燃料残量警告灯→ 141 ページ) 

 

注意 

燃料残量警告灯が点滅・点灯した場合 

ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突然走行不能と

なり危険です。 

 

タコ メーター 

オプション/グレード別装備 

１分間当たりのエンジン回転数を示しま

す。 

注意 

指針が赤色表示域（エンジンが許容回

転数を超える範囲）に入らないよう運

転してください。赤色表示域に入る

と、エンジンが損傷するおそれがあり

ます。 
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時計 

マルチ インフォメーション ディスプレイ装着車以外 

電源が“ON”のとき、時刻を表示します。 

アドバイス 

バッテリー交換やヒューズ交換など

で、バッテリーとの接続が断たれたと

きは、時計表示がリセットされ、1:00

になります。 

マルチ インフォメーション ディスプレイ装着車 

ディスプレイ表示切り替えスイッチ

で、時刻を調整します。 

(マルチ インフォメーション  

ディスプレイ→ 126 ページ) 

 

時刻調整スイッチ 

“分”表示を「:00」にするには 

1. スイッチを約 1 秒以上押し続けて、

時計表示を点滅させてから手を離し

ます。 

2. 再度スイッチを約 1 秒以上押し続け

ます。 

“分”表示が「30」未満の数字のとき

は、“時”表示の数字が変わりません。 

例えば、10:20 は 10:00 になります。 

“分”表示が「30」以上の数字のとき

は、“時”表示の数字が１つ増えます。 

例えば、10:45 は 11:00 になります。 

時計の調整方法 

1. スイッチを約 1 秒以上押し続けると、

時計調整モードになり、時計表示が

点滅します。 

アドバイス 

時計表示が点滅している状態で、約 10

秒間何も操作を行わないと、時計表示

に戻ります。 

2. 時計表示が点滅している状態で、ス

イッチをもう一度押すと、分表示が

点滅し、“分”調整モードになりま

す。 

“分”調整モードで、スイッチを押

すごとに、“分”表示が 1 つずつ大

きくなります。 

アドバイス 

スイッチを押し続けると、連続して数

字が大きくなります。 

3. “分”調整モードで、約 5 秒間何も

操作を行わないと、時表示が点滅し、

“時”調整モードになります。 

“時”調整モードで、スイッチを押

すごとに、“時”表示が 1 つずつ大

きくなります。 

アドバイス 

スイッチを押し続けると、連続して数

字が大きくなります。 

4. “時”調整モードで、約 5 秒間何も

操作を行わないと、時計表示に戻り

ます。 
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マルチ インフォメーション  

ディスプレイ 

オプション/グレード別装備 

電源が“ON”のとき、ディスプレイ表示

切り替えスイッチを押すごとに、表示を

切り替えることができます。 

 

切り替わりかた 

外気温  
 

平均燃費  
 

航続可能距離  
 

時計調整  
 

外気温 

外気温度を表示します。 

タコ メーター装着車以外 

 

タコ メーター装着車 

 

アドバイス 

ほかの計測装置により計測した外気温

とは、異なることがあります。 

電源を“ON”にした直後の表示は、ブ

ランク表示です。 

表示範囲は、「－30～50℃」です。 

外気温度表示が 3℃以下になると、数

字が点滅しますが、電源を“ON”にし

たときに、すでに 3℃以下の表示の場

合、点滅しません。 

異 常 検 出 し た と き の 表 示 は 、 「 －

－℃」です。 

下記の場合は、正しい外気温が表示さ

れないことがあります。 

停車しているときや低速走行している

とき 

外気温が急激に変化したとき（トンネ

ルの出入り口付近など） 

実際の外気温が変化していなくても、

車両の状態（車速・風向きなど）によ

り、外気温表示が変動することがあり

ます。 
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平均燃費 

表示をリセットしてからの平均燃費を約

10 秒ごとに更新して表示します。 

タコ メーター装着車以外 

 

タコ メーター装着車 

 

アドバイス 

電源を“ON”にした直後は、前回エン

ジンを停止したときの値を表示しま

す。 

最大表示は、「99.9km/L」です。 

表示を更新するときにデータが受信で

きない、または無効なデータを受信し

た場合は、ブランク表示になります。 

給油後、2km/h以上の速度になると、

自動でリセットされ（表示が 0.0 にな

り）ます。自動でリセットされない場

合は、平均燃費を表示させているとき

に、ディスプレイ表示切り替えスイッ

チを押し続けるとリセットされます。 

航続可能距離 

現在の燃料残量と過去の燃費から航続可

能距離を算出します。 

タコ メーター装着車以外 

 

タコ メーター装着車 

 

注意 

航続可能距離がまだ十分走行できる数

値であっても、燃料計が“E”に近付

くか、燃料残量警告灯が点灯したら、

早めに燃料を補給してください。 
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アドバイス 

表示の更新時間は、運転状況（走行

中・停車中）によって異なります。 

新車を受け取った際に、航続可能距離

として表示される数値は正しい数値を

表示しないことがあります。 

表示される航続可能距離は、過去の燃

費をもとに計算しているため、運転方

法・道路状況により増減することがあ

ります。 

燃料給油量が少量の場合、表示が更新

されないことがあります。 

最大表示は、「999km」です。 

燃料計が異常検出したときの表示は、

しばらくブランク表示になることがあ

ります。 

バッテリーとの接続が断たれたとき

は、学習した燃費はリセットされま

す。 

時計調整 

ディスプレイ表示切り替えスイッチで、

時刻を調整することができます。 

ディスプレイに「時計」の文字が表示さ

れます。 

 

タコ メーター装着車以外 

 

タコ メーター装着車 

 

アドバイス 

バッテリー交換やヒューズ交換など

で、バッテリーとの接続が断たれたと

きは、時計表示がリセットされ、1:00

になります。 
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“分”表示を「:00」にするには 

1. ディスプレイ表示切り替えスイッチ

を押して、ディスプレイに「時計」

の文字を表示させます。 

2. スイッチを約 1 秒以上押し続けて、

時計表示を点滅させてから手を離し

ます。 

3. 再度スイッチを約 1 秒以上押し続け

ます。 

“分”表示が「30」未満の数字のとき

は、“時”表示の数字が変わりません。 

例えば、10:20 は 10:00 になります。 

“分”表示が「30」以上の数字のとき

は、“時”表示の数字が１つ増えます。 

例えば、10:45 は 11:00 になります。 

アドバイス 

調整後、マルチ インフォメーション 

ディスプレイは外気温の表示に切り替

わります。 

 

時計の調整方法 

1. ディスプレイ表示切り替えスイッチ

を押して、ディスプレイに「時計」

の文字を表示させます。 

2. スイッチを約 1 秒以上押し続けると、

時計調整モードになり、時計表示が

点滅します。 

アドバイス 

時計表示が点滅している状態で、約 10

秒間何も操作を行わないと、時計表示

に戻ります。 

3. 時計表示が点滅している状態で、ス

イッチをもう一度押すと、分表示が

点滅し、“分”調整モードになりま

す。 

“分”調整モードで、スイッチを押

すごとに、“分”表示が 1 つずつ大

きくなります。 

アドバイス 

スイッチを押し続けると、連続して数

字が大きくなります。 

4. “分”調整モードで、約 5 秒間何も

操作を行わないと、時表示が点滅し、

“時”調整モードになります。 

“時”調整モードで、スイッチを押

すごとに、“時”表示が 1 つずつ大

きくなります。 

アドバイス 

スイッチを押し続けると、連続して数

字が大きくなります。 

5. “時”調整モードで、約 5 秒間何も

操作を行わないと、時計表示に戻り

ます。 

アドバイス 

調整後、マルチ インフォメーション 

ディスプレイは外気温の表示に切り替

わります。 
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エコ表示 

エコ表示の表示／非表示の設定が“Eco 

On”のときに、走行状態に応じてエコ運

転（二酸化炭素排出量の少ない環境にや

さしい運転）の度合いを判定し、エコ表

示が変化します。 

(エコ表示の表示／非表示設定 

→ 122 ページ) 

 

Info-ECO（インフォ・エコ） 

ランプ 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒後に

消灯します。 

走行状態に応じて点灯、消灯します。 

走行速度にあったアクセル ペダルの

操作でエコ運転をしていると、点灯し

ます。 

 

アドバイス 

「アイドリング ストップ」装着車 

アイドリング ストップ中は点灯しま

す。 

(「アイドリング ストップ」 

→ 180 ページ) 

 

ecoリーフ ゲージ 

オプション/グレード別装備 

電源を“ON”にすると、全ての目盛りが

数秒間点灯します。 

走行状態に応じて、目盛りが図の～

の 6 段階で増減、または消灯します。 

走行速度にあったアクセル ペダルの

操作でエコ運転をしていると、目盛り

が増えます。 

⑥ 

⑤ 
④ 
③ 

② 
① 

 

アドバイス 

目盛りが 5 段階以上点灯すると、Info-

ECO（インフォ・エコ）ランプが点灯

します。 

「アイドリング ストップ」装着車 

アイドリング ストップ中は、すべて

の目盛りが点灯します。 

(「アイドリング ストップ」 

→ 180 ページ) 
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ブルーecoシグナル メーター 

オプション/グレード別装備 

電源を“ON”にすると、スピード メー

ターとタコ メーターの目盛りが数秒間青

色に点灯します。 

走行状態に応じて、スピード メーターと

タコ メーターの目盛りの色が変わります。 

走行速度にあったアクセル ペダルの

操作でエコ運転をしていると、目盛り

の色が、白色から青色に変わっていき

ます。 

ブルーecoシグナル メーター 
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表示灯、警告灯のはたらき 
表示灯 

車両のさまざまな状態をメーター内に表

示します。 

注意 

表示灯によっては、点灯（または点

滅）したまま走行すると、思わぬ事故

を引き起こしたり、車両が損傷するお

それがあります。 

この場合、それぞれの表示灯の項目に

したがい、処置を行ってください。 

点灯操作を行っても、表示灯が点灯し

ないときは、スバル販売店で点検を受

けてください。 

 

方向指示器表示灯 

 

方向指示器表示灯 

電源が“ON”で、方向指示灯を点滅させ

ると、同時に点滅します。 

 

非常点滅表示灯 

電源に関係なく、非常点滅灯を点滅させ

ると、同時に点滅します。 

アドバイス 

点滅する間隔が異常に速くなった場合 

方向指示灯（非常点滅灯）の電球切れ

が考えられます。すべての方向指示灯

が点滅するか確認してください。 
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ハイビーム/パッシング表示灯 

 

電源に関係なく、ヘッド ランプを上向き

の状態にすると点灯します。 

 

ライティング スイッチ表示灯 

オプション/グレード別装備 

 

電源に関係なく、車幅灯が点灯している

ときに点灯します。 

 

フォグ ランプ表示灯 

オプション/グレード別装備 

 

電源に関係なく、フォグ ランプを点灯さ

せると点灯します。 

(フォグ ランプ スイッチ 

→ 153 ページ) 

水温表示灯 

 

電源が“ON”で、エンジン冷却水温が低

いとき、緑色に点灯します。 

注意 

エンジン冷却水温が低い間は、急激な

空ぶかし、急加速、高速走行はしない

でください。 

 

アドバイス 

暖機を十分続けていても、緑色に点灯したま

まの場合 

水温センサー等の異常が考えられま

す。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて

ください。 

エンジン冷却水温が異常に高いときは 

水温警告灯としてはたらき、赤色に点

滅・点灯します。 

(水温警告灯→ 139 ページ) 
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セキュリティ表示灯 

キーレス アクセス装着車 

電源を“ACC”から“OFF”にして、

イモビライザ－機能を作動させると点

滅します。 

電源を“OFF”から“ACC”にして、

イモビライザ－機能を解除すると消灯

します。 

(イモビライザー機能→ 164 ページ) 

注意 

アクセス キーによりエンジンを始動

した場合、電源が“ACC”、または

“ON”で、下記のことを行うと、表示

灯が高速で点滅し、警告ブザー（室内

は「ピピピピピ」、室外は「ピッピッ

ピッ」という音）が鳴ることで、アク

セス キーの持ち出しを警告します。 

(警告ブザー、メーター表示による警告 

→ 92 ページ) 

いずれかのドアを一度開けて、アクセ

ス キーを車室内アンテナの作動範囲

外に移動させ、ドアを閉めたとき。 

(作動範囲→ 160 ページ) 

また、アクセス キーを車室内アンテ

ナの作動範囲外に置いたまま、運転席

ドアを一度開けてから閉めたときも、

同様の警告が行われることがありま

す。 

アドバイス 

セキュリティ表示灯は盗難警報装置と

兼用しているため、キーレス アクセ

ス操作・電波式リモコン ドア ロック

によりドアを施錠すると、約 30 秒間

点灯にかわります。 

また、盗難警報装置が解除されていな

い場合は、電源を“ACC”にしても消

灯しない場合があります。 

プッシュ エンジン スイッチを押すと、高速

で点滅した場合 

アクセス キーが車室内アンテナの作

動範囲外にあることが考えられます。 

運転者はアクセス キーを身に付けて

ください。 

それでも消灯しない場合、電池が消耗

しているおそれがあります。早めに電

池を交換してください。 

（キーの電池交換→ 281 ページ） 

 

電波式リモコン ドア ロック装着車 

（盗難警報装置→ 98 ページ） 
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シフト セレクト インジケーター 

タコ メーター装着車以外 

 

タコ メーター装着車 

 

電源が“ON”のとき、使用中のセレ

クト レバーの位置が点灯します。 

レンジにすると、“[ ]”が点滅しま

す。 

 

Info-ECO（インフォ・エコ） 

ランプ 

 

（エコ表示→ 130 ページ） 

VDC
*

 OFF表示灯 

 VDC装着車  

 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒

後に消灯します。 

VDC OFFスイッチを 3 秒以上押すと、

VDC（TRCを含む）が作動停止状態と

なり点灯します。 

(VDC OFFスイッチ→ 154 ページ) 

注意 

電源を“ON”にしても点滅したままの

場合は、システムの異常が考えられま

すので、スバル販売店で点検を受けて

ください。 

 

*

 本書では、VSCを「VDC」と表記しています。 
*

 VDCは、Vehicle Dynamics Control（ビークル 

ダイナミクス コントロール）の略です。 
*

 “VSC”はトヨタ自動車株式会社の登録商標

です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 
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VDC
*

作動表示灯 

 VDC装着車  

 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒

後に消灯します。 

電源が“ON”で、VDC OFFスイッチ

を押して、TRCを“OFF”の状態にす

ると点灯します。 

電源が“ON”で、下記のシステムが

作動した場合に点滅します。 

点滅するシステム 

VDC 

(VDC→ 77 ページ) 

TRC 

(TRC→ 78 ページ) 

注意 

電源を“ON”にしても点灯しないと

き、または点灯したままの場合は、シ

ステムの異常が考えられますので、ス

バル販売店で点検を受けてください。 

VDC作動表示灯が点滅した場合、特に

慎重に運転してください。 

 

 

*

 本書では、VSCを「VDC」と表記しています。 
*

 VDCは、Vehicle Dynamics Control（ビークル 

ダイナミクス コントロール）の略です。 
*

 “VSC”はトヨタ自動車株式会社の登録商標

です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 

作動警告ブザー 

車両が横滑りしそうになったときにブザ

ー（断続音）が鳴ります。 

アドバイス 

運転状況によっては、VDC作動表示灯

の点滅のみで警告する場合がありま

す。 

 

「アイドリング ストップ」
*

 

表示灯 

「アイドリング ストップ」装着車 

 

(「アイドリング ストップ」 

表示灯／警告灯→ 185 ページ) 

 

 

*

 本書では、eco IDLEを「アイドリング スト

ップ」と表記しています。 

「eco IDLE」はダイハツ工業株式会社の登録標

章です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 
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警告灯 

さまざまなシステムの異常や、安全運転

に関わる項目をメーター内に警告します。 

注意 

警告灯が点灯（または点滅）したまま

走行すると、思わぬ事故を引き起こし

たり、車両が損傷するおそれがありま

す。 

この場合、それぞれの警告灯の項目に

したがい、処置を行ってください。 

電源を“ON”にしても警告灯が点灯

（または点滅）しないときは、スバル

販売店で点検を受けてください。 

 

エンジン警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、エン

ジンを始動すると消灯します。 

エンジンが回転中で、エンジン電子制

御システムに異常があると点灯、また

は点滅します。 

注意 

点灯・点滅した場合 

ただちにスバル販売店で点検を受けて

ください。 

 

オイル プレッシャー警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、エン

ジンを始動すると消灯します。 

エンジンが回転中で、エンジン内部を

潤滑しているエンジン オイルの圧力

に異常があると点灯します。 

 

注意 

点灯した場合 

そのまま走行すると、エンジンが故障

するおそれがあります。 

ただちにスバル販売店にご連絡くださ

い。 

 

アドバイス 

オイル プレッシャー警告灯は、オイ

ル量を示すものではありません。オイ

ル量の点検は、オイル レベル ゲージ

で行ってください。(オイル量の点検方

法は、別冊の「メンテナンス ノー

ト」参照) 
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チャージ警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、エン

ジンを始動すると消灯します。 

エンジンが回転中で、充電系統に異常

（ベルトののび、損傷など）があると

点灯します。 

注意 

点灯した場合 

ただちにスバル販売店で点検を受けて

ください。 

 

アドバイス 

エンジン始動後に警告灯がしばらく点

灯しても、その後、消灯すれば異常で

はありません。 

ブレーキ警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、駐車

ブレーキを完全に解除すると消灯しま

す。 

電源が“ON”で、下記の場合に点灯

します。 

 

点灯理由 

駐車ブレーキが完全に解除されていな

いとき 

ブレーキ液の液量が不足しているとき 

EBD制御に異常があるとき 

駐車ブレーキが解除されている場合 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒後に

消灯します。 

 

警告ブザー 

駐車ブレーキが完全に解除されていない

状態（警告灯が点灯している状態）で、

約 5km/h以上で走行すると、ブザーが鳴

ります。 

駐車ブレーキを解除すると、ブザーが鳴

りやみます。 
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注意 

制動時、常に異音（キーキー音など）

が発生するときは、ブレーキ パッド

の摩耗が考えられます。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて

ください。 

エンジン回転中、駐車ブレーキを解除して

も、点灯したまま消灯しない場合 

ブレーキ液量の不足が考えられます。 

この場合、ブレーキの効きが悪くなっ

ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、ブレーキ ペダル

を強く踏み、ただちに安全な場所に停

車して、スバル販売店にご連絡くださ

い。 

ABS警告灯と同時に点灯した場合 

強めのブレーキの際に車両が不安定に

なるおそれがあります。 

ただちに安全な場所に停車して、スバ

ル販売店にご連絡ください。 

 

水温警告灯 

 

電源を“ON”にすると赤色に点灯し、

数秒後に消灯します。 

電源が“ON”で、エンジン冷却水温

が異常に高くなると赤色に点滅し、そ

の後、さらに水温が高くなると点灯に

変わります。 

注意 

赤色に点滅・点灯した場合 

エンジン冷却水温の異常な上昇による

オーバー ヒートが考えられます。 

ただちに安全な場所に停車して、処置

を行ってください。 

（オーバー ヒートの処置 

→ 256 ページ） 

 

アドバイス 

エンジン冷却水温が低いときは 

水温表示灯としてはたらき、緑色に点

灯します。 

(水温表示灯→ 133 ページ) 

 

警告ブザー 

エンジン冷却水温の異常な上昇により、

警告灯が赤色点滅、または赤色点灯して

いるときは、ブザーが鳴ります。 

アドバイス 

ブザーは警告灯が赤色点滅時は断続的

に鳴り、警告灯が赤色点灯に変わると

同時に連続音に変わります。 
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CVT警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒

後に消灯します。 

電源が“ON”で、CVTシステムに異常

があると点灯、または点滅します。 

注意

点灯・点滅した場合 

CVTシステムの異常が考えられます。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて

ください。

シート ベルト警告灯（運転席） 

 

電源が“ON”で、運転席側シート ベ

ルトを装着していないと点滅します。 

シート ベルトを着用すると消灯しま

す。 

 

警告ブザー 

シート ベルトを着用していない状態（警

告灯が点滅状態）で、約 20km/h以上で

走行すると、ブザーが約 2 分間鳴ります。 

アドバイス 

1 度警告ブザーが鳴ると、たとえ約

20km/h以下で走行しても、約 2 分間

鳴り続けますので、走行するときは必

ずシート ベルトを着用してくださ

い。 

ブザーが鳴り始めてから、約 30 秒後

に断続音の早さが変わります。 
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半ドア警告灯 

 

電源に関係なく、いずれかのドアを開け

ると点灯し、すべてのドアを完全に閉め

ると消灯します。 

注意 

警告灯が点灯したまま走行しないでく

ださい。ドアが確実に閉まっていない

ため、走行中にドアが開き、思わぬ事

故につながるおそれがあります。 

燃料残量警告灯 

タコメーター装着車以外 

 

電源が“ON”のとき、燃料残量が 2WD

車は約 6、AWD車は約 5.5以下になる

と、燃料計の一番左の目盛りと燃料残量

警告灯が点滅し、さらに燃料が少なくな

ると点滅が早くなります。 

 

タコメーター装着車 

 

電源が“ON”のとき、燃料残量が 2WD

車は約 6、AWD車は約 5.5以下になる

と、燃料残量警告灯が点灯します。 

(燃料計→ 124 ページ) 

注意 

点滅・点灯した場合 

ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突然走行不能と

なり危険です。 

 

アドバイス 

坂道やカーブなどでは、タンク内の燃

料が移動するため、警告灯が早めに点

滅（タコ メーター装着車は点灯）す

ることがあります。 
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ABS警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒

後に消灯します。 

電源が“ON”で、ABSに異常があると

点灯します。 

注意 

ブレーキ警告灯と同時に点灯した場合 

ABSに異常があるだけでなく、強めの

ブレーキの際に車両が不安定になるお

それがあります。 

ただちに安全な場所に停車して、スバ

ル販売店にご連絡ください。 

 

アドバイス 

エンジン始動後に警告灯が数秒間点灯

しても、その後、消灯すれば異常では

ありません。ただし、同じ現象が再度

発生した場合は、スバル販売店で点検

を受けてください。 

点灯した場合 

通常のブレーキとしての性能は確保さ

れていますが（ABSとしての作動はし

ません）、スバル販売店で点検を受け

てください。 

SRSエアバッグ警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒

後に消灯します。 

電源が“ON”で、下記のシステムに

異常があると点灯します。 

 

異常があると点灯するシステム 

SRSエアバッグ 

（SRSエアバッグ→ 63 ページ） 

SRSサイド エアバッグ＆SRSカーテン 

シールド エアバッグ 

（オプション/グレード別装備） 

（SRSサイド エアバッグ＆SRSカーテン 

シールド エアバッグ→ 69 ページ） 

プリテンショナー機構 

（プリテンショナー機構 

→ 51 ページ） 

注意 

点灯した場合 

車両にできるだけショックをあたえず

に走行し、ただちにスバル販売店で点

検を受けてください。 
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オート レベライザー警告灯 

HIDヘッド ランプ装着車 

 

電源を“ON”にすると点灯し、数秒

後に消灯します。 

電源が“ON”で、ロー ビームのオー

ト レベリング機能に異常があると点

灯します。 

（ロー ビーム・オート レベリング機能

→ 148 ページ） 

注意 

走行中に点灯した場合 

ただちに安全な場所に停車し、いった

んエンジンを止めてください。 

再度電源を“ON”にしたとき、警告灯

が数秒間点灯したあとに消灯すれば、

そのまま走行することができます。 

消灯しないときや、再び点灯するとき

は、ただちにスバル販売店で点検を受

けてください。 

ステアリング制御警告灯 

 

電源を“ON”にすると点灯し、エン

ジンを始動すると数秒後に消灯します。 

エンジンが回転中で、電動パワー ス

テアリング システムに異常があると

点灯します。 

注意 

点灯した場合 

ただちにスバル販売店で点検を受けて

ください。 
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アドバイス 

ハンドル操作を行ったとき、モーター

音（「ウィーン」という音）が聞こえ

ることがあります。 

これは、パワー ステアリング モータ

ーが作動しているときの音で、異常で

はありません。 

停車中や微低速走行中にハンドル操作

を繰り返したり、ハンドルに力をかけ

たまま保持すると、モーターやコンピ

ューターの過熱を防止するため、パワ

ー ステアリング制御が制限され、ハ

ンドル操作が重くなります。 

この場合、しばらくハンドル操作を控

えてください。 

ハンドル操作をしないまま約 10 分が

経過すると、通常の重さに戻ります。 

停車中に長時間、エンジンの空ぶかし

を行ったときは、警告灯が点灯し、ハ

ンドル操作が重くなりますが、エンジ

ンを再始動し、走行を開始すれば警告

灯は消灯し、通常の重さに戻ります。 
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スイッチの使いかた 
スイッチの名称 

グレードの違い、オプションも含まれています。 

ホーン スイッチ 

フロント ワイパー・ウォッシャー  
スイッチ 

ライティング スイッチ 
方向指示レバー 

ecoドライブ モード 
スイッチ 

VDC OFF 
スイッチ 

リヤ ウインドゥ  
デフォッガー  
スイッチ 

リヤ ワイパー・ウォッシャー  
スイッチ 

「アイドリング 
ストップ」OFF 
スイッチ 

エンジン 
スイッチ 

フォグ ランプ 
スイッチ 

エンジン スイッチ 

非常点滅灯   
スイッチ 

光軸調整 
ダイアル 
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ライティング スイッチ 

自動点灯・消灯 

オート ライト装着車 

周囲の明るさに応じてヘッド ランプ、車

幅灯などが自動で点灯・消灯します。 

操作方法 

スイッチを“AUTO”の位置にします。 

エンジンを停止し、運転席ドアを開け

ると、自動的に消灯します。 

電源を“ON”にすると、再び点灯しま

す。 

AUTO 
（自動） 

OFF

スイッチ 

 

アドバイス 

オート ライト センサーの上に物を置

いたり、ガラス クリーナーなどを吹

きかけると、センサーが正常に作動し

なくなることがあります。 

オート ライト 
センサー 

 

 

STELLA  LA100F-0000001-0008206, LA110F-0000001-0002707



車を運転するにあたって 

スイッチの使いかた 

147 

ページアップ日時 : 2011/05/26 19:34:47

ランプの点灯 

操作方法 

スイッチを回すと、下表のランプ類が点

灯します。 

OFF スイッチ 
 

スイッチ位置 

ランプ 
前照灯 

車幅灯 
番号灯 
尾灯 

OFF ー 

点灯 

点灯 

ー 

ー 

点灯 
 

注意 

エンジンを停止した状態で長時間ラン

プ類を点灯させないでください。バッ

テリーあがりの原因となります。 

カスタム仕様車 

ライティング スイッチが“”、

または“”の位置のときは、ヘッ

ド ランプ内のLEDイルミネーション

（HIDヘッド ランプ）も点灯します。 

LEDイルミネーション 
（HIDヘッド ランプ） 

 

 

ランプの消灯 

操作方法 

スイッチを“OFF”の位置にします。 

 

ヘッド ランプの切り替え 

操作方法 

ライティング スイッチが“”の位

置のときレバーを押すと、前照灯が上向

き（ハイ ビーム）になり、戻すと下向き

（ロー ビーム）になります。 

レバー 

 

注意 

対向車のあるときや市街地走行のとき

は、対向車や通行人の迷惑となり危険

ですので前照灯を下向きにして走行し

てください。 

 

一時的に使用する場合 

アドバイス 

前照灯が上向きのときは使用できませ

ん。 

レバーを手前に引いている間、前照灯が

上向きに点灯します。 

レバー 
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ランプ消し忘れ警告ブザー 

ランプを点灯したままで、運転席のドア

を開けると、ブザー（連続音）が鳴りラ

ンプの消し忘れを知らせます。 

アドバイス 

電源が“ON”のときは、ブザーは鳴り

ません。 

 

HIDランプ 

オプション/グレード別装備 

HIDランプは、ランプ管内のガスと金属ヨ

ウ化物を使って発光させ、通常のランプ

より白い光と伸び、広がりのある配光を

持つランプです。 

警告 

HIDランプのバルブ・コネクター・電

源回路・光軸調整部分を分解したり、

取り外したりしないでください。HID

ランプは高電圧を使用しており、不適

切な取り扱いをすると、やけどや感電

をするおそれがあり危険です。 

ランプを交換・修理・廃棄するとき

は、必ずスバル販売店にご相談くださ

い。 

 

アドバイス 

HIDランプが点滅を繰り返すようにな

ると電球の寿命が考えられます。スバ

ル販売店で点検を受けてください。 

衝突などでランプ周りに衝撃を受けた

場合は点灯装置も衝撃を受け正常に作

動しなくなっているおそれがありま

す。スバル販売店で点検を受けてくだ

さい。 

システムの異常により電圧がHIDラン

プの作動電圧範囲から外れたときは、

電圧が正常に復帰次第、再点灯しま

す。 

点灯中に作動電圧範囲から外れたとき

は消灯し、電圧が正常に復帰次第、再

点灯します。 

点灯操作をするときに作動電圧範囲か

ら外れているときは、ライティング 

スイッチを操作しても点灯しません。 

 

ロ－ ビ－ム・オ－ト レベリング

機能 

乗員数や積載量などの車両姿勢の変化に

対して、ヘッド ランプの光軸（光の照ら

す方向）の上下方向を自動的に調整する

装置です。 

アドバイス 

エンジンを始動して、初めてヘッド 

ランプを点灯したとき、システムの正

常な作動をチェックしているため、ヘ

ッド ランプの光軸が動くことがあり

ますが、異常ではありません。 

ヘッド ランプの光軸に異常を感じた

ときは、スバル販売店で点検を受けて

ください。 
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光軸調整ダイヤル 

ハロゲン ヘッド ランプ装着車 

ヘッド ランプが点灯しているときに使用

できます。 

乗員数や積載量によって車両の姿勢が変

化し、ヘッド ランプの光軸（光の照らす

方向）が上に向いた場合、ダイヤルを回

すことで光軸を下向きに調整することが

できます。 

通常はダイヤルを“０”（光軸が一番上

向きの位置）で使用します。 

アドバイス 

HIDランプ装着車 

ヘッド ランプの光軸は自動的に調整

されるため、光軸調整ダイヤルは装着

されていません。 

 

操作方法 

ダイヤルを回転させると、ヘッド ランプ

の光軸が上下に変わります。 

ダイヤルの数字が大きいほど下向きにな

ります。 

ダイヤル 
 

アドバイス 

乗員数などに応じて、下表を目安にダ

イヤルを調整してください。 

乗車や荷室の 
積載状況 

ダイヤル位置 

2WD

運転席のみ乗車時 0

運転席と助手席に乗車時 0

4名乗車時 1.5

4名乗車で荷室満載時 3.5

運転席のみ乗車で 
荷室満載時 

4.5

AWD

0

0

1.5

3

4

 

乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ

ルを“０”に戻してください。 

車検などで光軸の調整をするときは、

ダイヤルを“０”にしてから行ってく

ださい。 
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方向指示レバー 

操作方法 

レバーを①の位置まで上下に操作すると、

方向指示灯およびメーター内の方向指示

器表示灯が点滅します。レバーはハンド

ルを戻すと自動的に戻ります。車線変更

などのときには、レバーを②の位置まで

軽く上下に押すと点滅し、手を離すと消

灯します。 

レバー 

 

アドバイス 

ハンドルの切れ角が小さいと、レバー

が自動的に戻らないときがあります。

手で戻してください。 

点滅が異常に早くなったときは、方向

指示灯の電球切れが考えられます。す

べての方向指示灯が点滅するか確認し

てください。 

非常点滅灯スイッチ 

操作方法 

スイッチを押すと左右の方向指示灯が点

滅します。もう一度押すと元に戻ります。 

 

注意 

故障などの非常時に、やむを得ず路上

駐車するとき以外はむやみに使用しな

いでください。 

使用後はスイッチを確実に戻してくだ

さい。スイッチを戻さないと方向指示

灯がはたらきません。 

エンジンを止めた状態で長時間使用し

ないでください。バッテリーあがりの

原因となります。 

 

STELLA  LA100F-0000001-0008206, LA110F-0000001-0002707



車を運転するにあたって 

スイッチの使いかた 

151 

ページアップ日時 : 2011/05/26 19:34:47

ワイパー･ウォッシャー 

 スイッチ 

注意 

空ぶきはガラス面に傷を付けますの

で、ウォッシャー液を噴射させてから

ワイパーを作動させてください。 

フロント ワイパー アームを起こすと

きは、必ず運転席側のワイパー アー

ムから起こしてください。また、もと

に戻すときは助手席側のワイパー ア

ームから戻してください。 

寒冷時、または長時間ワイパーを使用

しなかったときは、ワイパー ゴムが

ガラスに張り付いていないことを確認

してください。張り付いたまま作動さ

せるとワイパー モーターが損傷し、

故障の原因になります。 

積雪などの障害物によりワイパーが途

中で止まってしまうときは、障害物を

取り除いてからワイパーを作動させて

ください。無理に作動させるとワイパ

ー モーターに負担がかかり故障の原

因となります。 

ウォッシャー液を連続して 20 秒以上

噴射させないでください。またウォッ

シャー液が出ないときはウォッシャー 

スイッチを作動させないでください。

モーターに負担がかかり故障の原因と

なります。 

寒冷時は、ガラスが暖まるまで、ウォ

ッシャー液を吹き付けないでくださ

い。吹き付けられた液が凍結し、視界

をさまたげることがありますので、先

にガラス面を暖めてください。 

フロント 

電源が“ON”のとき使用できます。 

 

ワイパーの使いかた 

レバーを下げると、ワイパーが作動しま

す。 

OFF

MIST

INT

LO

HI

レバー 

 

OFF 停止 

INT 間欠作動 

LO 低速作動 

HI 高速作動 

MIST 一時作動 

 

アドバイス 

MIST（一時作動）はレバーを“OFF”

から押し上げている間、ワイパーが低

速作動します。手を離すと“OFF”に

戻ります。 
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ウォッシャー液の噴射 

レバーを手前に引くとウォッシャー液が

噴射します。 

レバー 

 

アドバイス 

フロント ウォッシャーを作動させる

と連動してフロント ワイパーが低速

作動します。 

リヤ 

電源が“ON”のとき使用できます。 

 

ワイパーの使いかた 

スイッチを“ON”の位置に回すと、リヤ 

ワイパーが作動します。 

約 4 秒間低速作動し、その後、間欠作

動します。 

ON

OFF

スイッチ  

アドバイス 

下記のように、間欠作動の機能を変更

することができます。詳しくはスバル

販売店にご相談ください。 

間欠作動の間隔を変更する 

間欠作動の機能を停止し、低速作動の

み続けるようにする 

 

ウォッシャー液の噴射 

リヤ ワイパー作動中にウォッシャー液を

噴射させるときは、スイッチを“ON”の

位置から上側の“ウォッシャー液噴射位

置”に回します。 

また、スイッチを“OFF”の位置から下

側の“ウォッシャー液噴射位置”に回し

ても噴射します。 

ウォッシャー液 
噴射位置 

OFF
ウォッシャー液 
噴射位置 

ON

スイッチ 
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アドバイス 

上側の“ウォッシャー液噴射位置”に

回すと、連動してリヤ ワイパーが低

速作動します。 

 

リバース連動リヤ ワイパー 

フロント ワイパーが作動中、または作動

後約 10 秒以内に、セレクト レバーを

にすると、リヤ ワイパーが数回作動しま

す。 

アドバイス 

下記の場合、セレクト レバーをに

しても、リヤ ワイパーは作動しませ

ん。 

フロント ワイパーが作動後、約 10

秒以上経過しているとき 

フロント ウォッシャーを作動させて

から約 10 秒以内のとき 

機能を停止することができます。詳し

くはスバル販売店にご相談ください。 

フォグ ランプ スイッチ 

オプション/グレード別装備 

夜間の雨、霧のような天候のときにご利

用ください。 

 

操作方法 

車幅灯が点灯しているとき、スイッチを

“ON”にすると、メーター内のフォグ 

ランプ表示灯が点灯し、フォグ ランプが

点灯します。 

消灯するときは、スイッチを“OFF”に

してください。フォグ ランプ表示灯も消

灯します。 

ライティング スイッチ 

フォグ ランプ スイッチ 

（ON） 

OFF
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リヤ ウインドゥ 

デフォッガー スイッチ 

リヤ ウインドゥ ガラスの曇りを取ると

きに使用します。 

操作方法 

スイッチを押すと作動表示灯が点灯し、

リヤ ウインドゥ ガラス・電動格納式ヒ

ーテッド ドア ミラー装着車はドア ミラ

ーが暖められ曇りが取れます。作動を停

止するときは、スイッチをもう一度押し

てください。作動表示灯も消灯します。 

作動表示灯 

 

アドバイス 

エンジンを止めた状態で長時間使用し

ないでください。バッテリーあがりの

原因になります。 

リヤ ウインドゥ ガラス内面を清掃す

るときは、電熱線を傷付けないでくだ

さい。 

スイッチを押すと約 15 分間作動しま

す。 

VDC
*

 OFFスイッチ 

オプション/グレード別装備 

VDCやTRCは新雪路、深雪路、砂地等か

らの脱出には適さない場合があります。

このようなときはVDC OFFスイッチを押

してVDCやTRCを“OFF”にします。 

（VDC→ 77 ページ） 

（TRC→ 78 ページ） 

 

VDCを“OFF”にする場合 

操作方法 

電源が“ON”のとき、スイッチを 3 秒以

上押すとVDC（TRCを含む）が“OFF”

になり、VDC作動表示灯とVDC OFF表示

灯が点灯します。 

“ON”（作動可能状態）にするときは、

スイッチをもう一度押してください。

VDC作動表示灯とVDC OFF表示灯も消灯

します。 

(VDC作動表示灯→ 136 ページ)  

(VDC OFF表示灯→ 135 ページ)  

 

 

*

 本書では、VSCを「VDC」と表記しています。 
*

 VDCは、Vehicle Dynamics Control（ビークル 

ダイナミクス コントロール）の略です。 
*

 “VSC”はトヨタ自動車株式会社の登録商標

です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 
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TRCを“OFF”にする場合 

操作方法 

電源が“ON”のとき、スイッチを押すと

TRCが“OFF”になり、VDC作動表示灯

が点灯します。 

“ON”（作動可能状態）にするときは、

スイッチをもう一度押してください。

VDC作動表示灯も消灯します。 

(VDC作動表示灯→ 136 ページ) 

「アイドリング ストップ」
*

 

OFFスイッチ 

「アイドリング ストップ」装着車 

(「アイドリング ストップ」 

OFFスイッチ→ 186 ページ) 

 

*

 本書では、eco IDLEを「アイドリング スト

ップ」と表記しています。 

「eco IDLE」はダイハツ工業株式会社の登録標

章です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 
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ecoドライブ モード スイッチ 

オプション/グレード別装備 

ecoドライブ モードの“ON”、“OFF”

を切り替えます。 

（ecoドライブ モード→ 190 ページ） 

操作方法 

スイッチを押すと、作動表示灯が点灯し、

ecoドライブ モードが“ON”になります。 

“OFF”にするときは、スイッチをもう

一度押してください。作動表示灯が消灯

します。 

作動表示灯 

 

ホーン スイッチ 

ハンドルのマーク周辺部を押すとホー

ンが鳴ります。 

アドバイス 

緊急時、非常時以外は、むやみに使用

しないでください。 
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運転装置の使いかた 
エンジン スイッチ 

警告 

走行中は、エンジン スイッチにさわ

らないでください。誤って操作し、エ

ンジンが停止すると、思わぬ事故につ

ながるおそれがあり危険です。 

 

エンジンをかけるときやオーディオを聞

くときなどに使用します。 

 

注意 

エ ン ジ ン を 止めた 状 態 で 、 電 源 を

“ON”または“ACC”にしたまま長

時間放置しないでください。バッテリ

ーあがりの原因になります。 

 

キー差し込みタイプ 

キーレス アクセス装着車以外 

挿入口にキーを差し込んで回し、エンジ

ンの始動、停止を行います。 

 

LOCK

位置 はたらき 

ACC

ON

START

・ 電源“OFF”エンジン停止 
キーを抜き差しする位置です。
キーを抜くとハンドルがロック
されます。 

・ 電源“ON”エンジン始動 
エンジンを始動するときの位置
です。手を離すと自動的に“ON”
の位置に戻ります。 

・ 電源“ACC”エンジン停止 
オーディオが聞ける位置です。 

・ 
 
・ 

電源“ON”エンジン停止 
すべての電装品が使用できます。 
電源“ON”エンジン回転 
通常走行中の位置です。 

 

注意 

エンジン始動後は、すぐにキーから手

を離してください。“START”の位置

にしたままでいると、エンジンを損傷

するおそれがあります。 

 

アドバイス 

キーは確実にエンジン スイッチに差

し込んで操作してください。 

ハンドル ロックを解除するには 

キーが“LOCK”から“ACC”の位置

に軽く回らないときは、ハンドルを左

右に動かしながらキーを回してくださ

い。 
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プッシュ エンジン スイッチ 

キーレス アクセス装着車 

注意 

走行中、エンストなどで車両が滑走状

態になったときは、安全な状態で車両

が停止するまで、ドアを開けないでく

ださい。ドアを開けるとハンドル ロ

ックが作動する可能性があり危険で

す。安全な場所に停車させたあと、た

だちに、スバル販売店にご連絡くださ

い。 

スイッチに引っ掛かりがあるときは、

スイッチを操作せず、ただちに、スバ

ル販売店にご連絡ください。 

スイッチを油などのついた手でさわら

ないようにしてください。 

スイッチに飲み物などをこぼさないで

ください。万一、こぼした場合は、た

だちにスバル販売店にご連絡くださ

い。 

炎天下で長時間車両を放置すると、ス

イッチの表面が熱くなる場合がありま

すので、やけどをしないように気をつ

けてください。 

車幅灯を点灯させても、スイッチの照

明が点灯しないときは、スバル販売店

にご連絡ください。 

注意 

車両は常に電源の状態（“ACC”また

は“ON”）を記憶しているため、車両

のバッテリーを再接続したときは、電

源が絶たれる前の電源の状態に復帰し

ます。修理などで車両のバッテリーを

外すときは、必ず電源を“OFF”にし

てから行ってください。 

車両のバッテリーあがり時に、バッテ

リーがあがる前の電源の状態がわから

ないときは、一度電源を“OFF”にし

てください。 

車両のバッテリー脱着後、すぐにはエ

ンジンが始動しないことがあります。

その場合は、バッテリー接続から約 10

秒以上待ってからエンジンを始動して

ください。 

電源が“ACC”のまま約 1 時間放置す

ると、バッテリーあがり防止のため、

自動的に電源が“OFF”になります。 
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アンテナから発する電波をアクセス キーが感知することによって、電源のロックが解

除され、エンジンの始動、停止を行うことができます。 

アクセス キーを所持して作動範囲に入ると、プッシュ エンジン スイッチを押して、

電源を“OFF”から“ACC”にすることができます。 

作動表示灯 

プッシュ エンジン 
スタート 

 

作動 
表示灯の色 

はたらき 

消灯 

橙色 

橙色 

消灯 

エンジンの 
状態 

停止 

停止 

停止 

回転中 

電源の 
状態 

OFF

ACC

ON

ON 通常走行中の状態です。 

ハンドルがロックされ、キーレス アクセスの通信を開始しま
す。 

オーディオが聞ける状態です。キーレス アクセスの通信は解
除されます。 

すべての電装品が使用できます。キーレス アクセスの通信は
解除されます。 

 

注意 

プッシュ エンジン スイッチの作動表示灯が橙色に点滅しているときは、システムの

異常が考えられます。いったん電源を “OFF”にすると、エンジンを再始動できな

くなることがありますので、ただちに、スバル販売店にご連絡ください。 

 

アドバイス 

ハンドル ロックを解除するには 

エンジンの始動操作をしたときに、プッシュ エンジン スイッチの作動表示灯が緑色

に点滅したときは、ハンドル ロックが解除されていないため、エンジンの始動がで

きません。 

ハンドルを左右に動かしながら、もう一度エンジンの始動操作をしてください。 
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作動範囲 

車室内です。 

アンテナ 

作動範囲 

 

アドバイス 

インストルメント パネルの上や中

（グローブ ボックス内など）・荷

室・ドア ポケット内など、電波を感

知しない場所があります。 

車外でもドアやドア ハンドルに近付

きすぎた場合は、エンジン始動が可能

になることがあります。 

エンジン始動後にアクセス キーを車

外に持ち出さないでください。持ち出

したままエンジンを停止すると、アク

セス キーが車内に無いためにエンジ

ンの再始動ができなくなります。特に

ドアを閉めたまま窓からアクセス キ

ーを持ち出した場合は、持ち出しの警

告ブザーが鳴らないので注意してくだ

さい。 

(セキュリティ表示灯→ 134 ページ) 

 

電源の切り替え 

1. アクセス キーを携帯し、運転席に座

ります。 

2. ブレーキ ペダルを踏まずに、スイッ

チを押します。 

スイッチを押すごとに電源が 

「OFFACCONOFF」の順に切

り替わります。 

 

ブレーキ ペダルを踏んでいないとき

は、エンジンは始動しません。 

車両が停止していないときは、電源を

“ON”から“OFF”にすることはでき

ません。 

電源を“ACC”にするとセキュリティ

表示灯が消灯します。 

（セキュリティ表示灯→ 134 ページ） 
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注意 

スイッチを押したとき、セキュリティ

表示灯が消灯せず、高速で点滅したと

きは、アクセス キーが作動範囲外に

ある可能性があります。アクセス キ

ーを確認してください。 

車両のバッテリーがあがっている場合

ハンドル ロックが作動しません。 

 

アドバイス 

電源が“ACC”または“ON”のとき

は、作動表示灯が橙色に点灯します。 

スイッチを早押しした場合、電源が切

り替わらないことがあります。目的の

電源の状態になるまで、1 回ずつ確実

に押してください。 

電源が“ACC”のときにドアを開ける

と、ブザー（断続音）が鳴り、電源の

切り忘れを警告します。 

エンジンの始動 

1. アクセス キーを携帯し、運転席に座

ります。 

2. ブレーキ ペダルをしっかり踏みます。 

スイッチの作動表示灯が緑色に点灯

します。 

3. ブレーキ ペダルを踏みながら、スイ

ッチを押します。 

 

ブレーキ ペダルを踏んでいないとき

は、エンジンは始動しません。 

エンジンを始動するとセキュリティ表

示灯が消灯します。 

（セキュリティ表示灯→ 134 ページ） 

エンジンを始動すると、作動表示灯は

消灯します。 

ブレーキ ペダルを踏みながらスイッ

チを押せば、どの電源の状態からでも

エンジンを始動することができます。 
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アドバイス 

エンジンが始動しない場合、ブレーキ 

ペダルを踏まずにスイッチを押して、

一度電源を“OFF”にしたあと、再度

ブレーキ ペダルを踏みながら、もう

一度スイッチを押してください。 

エンジンの始動と停止を短い間隔で繰

り返した直後は、エンジンが始動でき

ない場合があります。この場合は約 10

秒以上待ってから、再びエンジンの始

動操作を行ってください。 

スイッチを早押しした場合、エンジン

が始動・停止しないことがあります。 

電源が“ACC”のときにドアを開ける

と、ブザー（断続音）が鳴り、電源の

切り忘れを警告します。 

ハンドル ロックを解除するには 

エンジン始動操作をしたときに、エン

ジンが始動せずに、スイッチの作動表

示灯が緑色に点滅しているときは、ハ

ンドルの負担により、ハンドル ロッ

クが解除されていません。ハンドルを

左右に動かしながら、ブレーキ ペダ

ルを踏み、スイッチを押し直してくだ

さい。 

エンジンの停止 

車両を完全に停止させ、セレクト レバー

をレンジにし、スイッチを押します。 

電源が“OFF”になり、エンジンが停

止します。 

警告 

下記の操作を行うと、走行中でもエン

ジンが止まります。ただし、緊急時以

外は走行中にプッシュ エンジン スイ

ッチの操作をしないでください。思わ

ぬ事故につながるおそれがあり危険で

す。 

プッシュ エンジン スイッチを 3 秒

以上押し続ける 

プッシュ エンジン スイッチを 3 回

以上連続で押す 

 

注意 

セレクト レバーがレンジ以外のと

き、エンジンを停止させないでくださ

い。セレクト レバーがレンジ以外

でエンジンを停止した場合、電源が

“ACC”になるため、そのまま放置す

ると、車両のバッテリーがあがる原因

となります。 

 

アドバイス 

セレクト レバーがレンジ以外でス

イッチを押すと、電源は“ACC”にな

ります。電源を“OFF”にするには、

セレクト レバーをレンジにしたあ

と、再度スイッチを押してください。 
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電池の消耗などにより、アクセス 

キーが使用できないとき 

プッシュ エンジン スイッチにアクセス 

キー、またはメイン キーを接触させるこ

とで、電源を“ON”にすることができま

す。 

（アクセス キーが使用できないとき 

→ 277 ページ） 

キー インター ロック 

キーレス アクセス装着車以外 

誤操作防止のため、セレクト レバーが

レンジ以外のときに、エンジン スイッチ

が“LOCK”の位置まで回らないようにす

る装置です。 

 

操作方法 

エ ン ジ ン  ス イ ッ チ を “ ACC ” か ら

“LOCK”の位置にするときは、セレクト 

レバーをレンジにしてから行います。 

注意 

セレクトレバーがレンジ以外で

は、キーは“LOCK”位置まで回すこ

とができないため、キーを抜くことが

できません。 
 

STELLA  LA100F-0000001-0008206, LA110F-0000001-0002707



車を運転するにあたって 

運転装置の使いかた 

164 

ページアップ日時 : 2011/05/26 19:34:47

イモビライザー機能 

キーレス アクセス装着車 

車両の盗難防止のため、アクセス キーお

よびメイン キーには信号アンテナが内蔵

されており、あらかじめ登録されたキー

以外ではエンジンの始動ができません。 

 

操作方法 

電源を“OFF”にすると、イモビライ

ザー機能が作動し、セキュリティ表示

灯が点滅します。 

（セキュリティ表示灯→ 134 ページ） 

電源を“OFF”から“ACC”にすると、

イモビライザー機能が解除され、セキ

ュリティ表示灯が消灯します。 

アドバイス 

セキュリティ表示灯は盗難警報装置と

兼用しているため、キーレス アクセ

ス操作・電波式リモコン ドア ロック

によりドアを施錠すると、約 30 秒間

点灯にかわります。 

また、盗難警報装置が解除されていな

い場合は、電源を“ACC”にしても消

灯しない場合があります。 

アクセス キー、メイン キーに登録さ

れた信号はキーごとに異なります。 

駐車ブレーキ 

注意 

走行するときは、駐車ブレーキを完全

に解除してください。また、ブレーキ

警告灯が消灯していることを必ず確認

してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する

と、ブレーキが熱を持ち、ブレーキの

効きが悪くなったり、思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。 

 

かけるとき 

右足でブレーキ ペダルを踏みながら、

左足でパーキング ペダルをいっぱい

まで踏み込みます。 

電源が“ON”のときは、ブレーキ警告

灯が点灯します。 

 

解除するとき 

右足でブレーキ ペダルを踏みながら、

左足でパーキング ペダルを踏み込み

ます。「カチッ」という音がしたらパ

ーキング ペダルをゆっくり戻します。 

電源が“ON”のときは、ブレーキ警告

灯が消灯します。 
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注意 

駐車ブレーキをさらに強くかける必要

がある場合はブレーキ ペダルをしっ

かり踏み、一度駐車ブレーキを解除さ

せ、完全にパーキング ペダルを戻し

てからもう一度駐車ブレーキをかけ直

してください。 

駐車ブレーキをかけるとき、解除する

ときは必ずペダルの位置を目で確認し

てから操作してください。 

 

アドバイス 

駐車ブレーキが完全に解除されていな

い状態（警告灯が点灯している状態）

で、約 5km/h以上で走行すると、警告

ブザーが鳴ります。 

（ブレーキ警告灯→ 138 ページ） 

 

坂道に駐車するとき 

操作方法 

坂道に駐車するときは、駐車ブレーキを

かけるとともに、セレクト レバーをレ

ンジに入れます。さらに輪止めもしてく

ださい。 

ターボ車 

オプション/グレード別装備 

注意 

エンジン始動直後（エンジンが冷えて

いるとき）は、エンジンの急激な空ぶ

かし、または急加速をしないでくださ

い。 

エンジン回転数がタコ メーターの赤

色表示域（エンジン許容回転数以上）

に入らないように運転してください。 

定期的なオイル交換、オイル フィル

ターの交換を必ず行ってください。 

高速走行、登坂走行直後にエンジンを停

止するときは、必ず約 1 分程度アイドリ

ング状態にしてからエンジンを止めてく

ださい。 

運転状態 アイドリング時間 

約1分 高速走行後、登坂走行後 

－ 一般走行後 
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AWD車 

オプション/グレード別装備 

注意 

AWD車はどのような所でも走れる万能

車ではありません。アクセル、ハンド

ル、ブレーキの操作は一般の車と同じ

く慎重に行い、常に安全運転に心がけ

てください。 

また、オフロード走行や、ラリー走行

を目的とした車ではありません。タイ

ヤがはまり込むような深い砂地、海

水、水たまりなどに乗り入れないでく

ださい。やむを得ず走行したときは、

走行後各部を念入りに洗ってくださ

い。 

渡河などの水中走行はしないでくださ

い。渡河などの水中走行をすると、エ

ンストするだけでなく、電装品のショ

ート、エンジンの破損などの重大な車

両故障につながるおそれがあります。 

万一、水中に浸かってしまったとき

は、必ずスバル販売店で点検を受けて

ください。 

AWD車は雪道や水たまりなどの滑りや

すい路面ですぐれた走行性能を発揮し

ますが、極端な急ブレーキ、急ハンド

ルはさけて、十分に余裕を持って走行

してください。 

 

フル タイムAWDシステム 

アドバイス 

フル タイムAWDシステムは、2WDと

AWDを切り替えるモード切り替えスイ

ッチはありません。またAWD表示灯も

ありません。 

AWD車のタイヤ交換 

AWD車は 4 つのタイヤに駆動力がかかる

ため、タイヤの状態が車の性能に大きく

影響します。 

タイヤの状態には細心の注意をしてタイ

ヤの点検は忘れずに行ってください。 

注意 

タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使

用してください。指定サイズ以外のタ

イヤを使用すると安全性を損ない大変

危険です。 

タイヤ交換をするときは、4 輪とも同

一サイズ、同一メーカー、同一銘柄、

および同一トレッド パターン（溝模

様）のタイヤを装着してください。 

摩耗差の著しいタイヤは使用しないで

ください。 

 

アドバイス 

タイヤ空気圧の点検は最低でも月に１

回行ってください。タイヤの空気圧が

前輪と後輪で大きく異なるときは、車

の性能が十分に発揮できません。（タ

イヤの指定空気圧は運転席側ドア開口

部に記載しています） 

タイヤのローテーションは 5,000kmご

とに行ってください。タイヤ間で摩耗

差があると車の性能が十分に発揮でき

ません。 

タイヤ チェーンは必ず前輪に装着し

てください。 
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エンジンのかけかた 
CVT車 

エンジン始動の準備 

操作方法 

1. 駐車ブレーキをかけ、セレクト レバ

ーがレンジの位置にあることを確

認します。 

2. ペダル類が確実に踏め、ハンドル操

作が楽にできるようにシートの位置

を調整します。 

3. アクセル ペダルおよびブレーキ ペ

ダルを右足で踏み位置を確認します。 

駐車 
ブレーキ 

確認 

右足
で 

ブレ
ーキ
ペダ
ル 

 

エンジンをかけるとき 

操作方法 

プッシュ スタート装着車を除く 

1. ブレーキ ペダルをしっかりと踏みま

す。 

2. ブレーキ ペダルを踏んだまま、エン

ジン スイッチを“START”の位置ま

で回します。 

 

プッシュ スタート装着車 

1. ブレーキ ペダルをしっかりと踏みま

す。 

2. ブレーキ ペダルを踏んだまま、スイ

ッチを押します。 

（プッシュ エンジン スイッチ 

→ 158 ページ） 

 

注意 

エンジン始動時は、必ず運転席に座っ

てエンジンをかけてください。窓越し

からエンジンをかけると車が急に動き

出すおそれがあり危険です。 

エンジン冷却水温が低い間は、急激な

空ぶかし、急加速、高速走行はしない

でください。 
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アドバイス 

エンジンの始動性を良くするためにラ

ンプ、リヤ ウインドゥ デフォッガ

ー、ヒーター ファンなどのスイッチ

は“OFF”にしてください。 

エンジン始動後は、各警告灯が消灯す

るのを確認してください。（ただしブ

レーキ警告灯は除きます） 

エンジン始動後は、自動制御装置のは

たらきによりエンジン回転が高くなり

ますが、暖機完了後、自動的にアイド

リング回転に下がります。 

プッシュ スタート装着車でアクセス 

キーを使用してエンジン始動する場

合、通信エラーなどでエンジンの始動

ができないことがあります。このとき

は、ブレーキ ペダルを踏まずにスイ

ッチを押して、一度電源を“OFF”に

したあと、再度ブレーキ ペダルを踏

みながら、もう一度スイッチを押して

ください。 

エンジン スタート サポート 

エンジン スタート サポートはエンジン

始動操作を補助するシステムです。 

エンジンが始動するまでの間、自動的に

スターターを回す時間を延長します。エ

ンジン スイッチを“START”の位置で

保持する（プッシュ スタート装着車はス

イッチを押し続ける）必要はありません。 

アドバイス 

エンジン スタート サポート作動中に

エンジン始動を中止したいときは、エ

ンジン スイッチを“ACC”または

“LOCK”の位置（プッシュ スタート

装 着 車 は 電 源 を “ ACC” ま た は

“OFF”）にしてください。 

バッテリーあがりを防ぐため、エンジ

ン スタート サポート作動中に始動操

作が中断されることがあります。 
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エンジンを止めるとき 

操作方法 

プッシュ スタート装着車を除く 

エンジンを止めるときは、アイドリング

回転にしてからエンジン スイッチを

“ACC”または“LOCK”の位置にします。 

 

プッシュ スタート装着車 

エンジンを止めるときは、アイドリング

回転にしてからスイッチを押します。 

（プッシュ エンジン スイッチ 

→ 158 ページ） 

注意 

ターボ車は、高速および登坂走行の直

後にエンジンを止めるときは、必ずア

イドリングを 1 分程度行ってくださ

い。 
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CVT車の運転 
CVT車 

CVT車は、ギヤ チェンジやクラッチ ペ

ダルの操作から解放され、運転は大変楽

になりますが、いくつかの特性がありま

す。CVT車の運転の基本を理解し、正し

く操作する習慣を身に付けてください。 

 

CVT車の特性 

クリープ現象 

エンジンがかかっているとき、セレクト 

レバーが、レンジ以外の位置で動力

がつながった状態になり、アクセル ペダ

ルを踏まなくてもゆっくりと動き出す現

象のことをいいます。 

 

注意 

エンジン始動直後やエアコン作動時な

ど、自動的にエンジンの回転が上がり

（アイドル アップ）、クリープ現象

が強くなります。その際、ブレーキ 

ペダルの踏みごたえに変化がでること

がありますので、ブレーキ ペダルは

しっかりと踏んでください。 

 

アドバイス 

停車中は、平坦時であっても車が動か

ないように、ブレーキ ペダルをしっ

かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー

キをかけてください。 

渋滞や狭い場所での移動は、クリープ

現象を利用し、アクセル ペダルを踏

まずにブレーキ操作のみで速度を調整

するとスムーズに行えます。 

セレクト レバー 

セレクト レバーの操作は確実に行ってく

ださい。 

 

シフト ロック装置 

誤操作防止のため、シフト ロック装置が

付いています。 

 

シフト ロック解除方法 

プッシュ スタート装着車を除く 

エ ン ジ ン  ス イ ッ チ を “ ON ” ま た は

“ACC”の位置にし、ブレーキ ペダルを

踏むと、セレクト レバーの操作ができま

す。 

セレクト レバー 
ボタン 

 

プッシュ スタート装着車 

電源を“ON”にし、ブレーキ ペダルを

踏むと、セレクト レバーの操作ができま

す。 
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アドバイス 

セレクト レバーはブレーキ ペダルを

踏みながらでないと、レンジからほ

かのレンジへは動きません。 

先にセレクト レバー ボタンを押した

状態で、ブレーキ ペダルを踏むと、

セレクト レバーが動かない場合があ

ります。一度ボタンから手を離し、ブ

レーキ ペダルを先に踏んでから操作

してください。 

プッシュ スタート装着車を除く 

エンジン スイッチが“LOCK”の位置

では、ブレーキ ペダルを踏んでもセ

レクト レバーはレンジからほかの

レンジへは動きません。 

プッシュ スタート装着車 

電源が“ON”以外では、ブレーキ ペ

ダルを踏んでもセレクト レバーは

レンジからほかのレンジへは動きませ

ん。 

 

シフト ロック解除ボタン 

プッシュ スタート装着車 

シフト ロックを解除するためのボタンで

す。バッテリーあがりなどで、セレクト 

レバーがレンジからほかのレンジへ動

かないときに使用します。 

 

シフト ロック解除方法 

ブレーキ ペダルを踏んだ状態で、シフト 

ロック解除ボタンを押しながら、セレク

ト レバーを操作します。 

必ずブレーキ ペダルを踏みながら操

作してください。 

シフト ロック 
解除ボタン 
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セレクト レバーの操作 

セレクト レバー部には、セレクト レバ

ーを動かすときに使用するセレクト レバ

ー ボタンが装着されています。 

セレクト レバー 
ボタン 

 

操作する前に 

警告 

レンジからレンジへセレクト レ

バーを動かすときは、突然車が動き出

し思わぬ事故につながるおそれがあり

ますので、ブレーキ ペダルを踏みな

がら、セレクト レバー ボタンを押し

て動かしてください。

各位置のはたらき 

レンジ 

レンジ 

レンジ 

レンジ 

レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動
するとき、およびキーを抜くと
きの位置 

車を後退させるときの位置 
（車が完全に止まってから入れ
てください） 

一時停止などで動力を伝えない
位置 

通常の走行をする位置［前進］ 
（速度に応じて無段階で自動的
に変速されます） 

上り坂や下り坂を走行するとき
の位置［前進］ 
（エンジン ブレーキが必要な
ときの位置） 

急な上り坂や下り坂を走行する
ときの位置［前進］ 
（強いエンジン ブレーキが必
要なときの位置） 

レンジ 
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セレクト レバーの動かしかた 

ブレーキ ペダルを踏みながら 
セレクト レバー ボタンを押して 
動かします。 

セレクト レバー ボタンを押して 
動かします。 

そのまま動かします。 

P

R

N

D

S

B

 

警告 

の操作は誤作動を防ぐため、セレク

ト レバー ボタンを押さずに動かして

ください。常にセレクトレバーボ

タンを押して操作していると、・

・レンジに思いがけず入ることが

あり、その場合、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。 

車が完全に止まらないうちにレンジ

に入れないでください。また、走行中

にレンジ、前進走行中にレンジ、

および後退走行中に・・レンジ

に入れないでください。トランスミッ

ションに重大な損害をあたえると共

に、車がコントロールを失い思わぬ事

故につながるおそれがあります。 
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運転のしかた 

エンジン始動前 

操作を行う前に 

アクセル ペダルおよびブレーキ ペダル

の位置を右足で確認します。 

 

注意 

踏み誤りを防ぐため、ブレーキ ペダ

ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ

さい。左足でのブレーキ操作は思わぬ

事故につながるおそれがあります。 

エンジン始動時 

操作手順 

1. 駐車ブレーキがかかっていることを

確認します。 

2. セレクト レバーがレンジにあるこ

とを確認します。 

3. ブレーキ ペダルをしっかりと踏みま

す。 

4. ブレーキ ペダルを踏んだまま、エン

ジン スイッチを“START”の位置に

します。（プッシュ スタート装着車

は、ブレーキ ペダルを踏んだままス

イッチを押します。） 
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発進時 

操作を行う前に 

警告 

レンジからレンジへセレクト レ

バーを動かすときは、突然車が動き出

し思わぬ事故につながるおそれがあり

ますので、ブレーキ ペダルを踏みな

がら、セレクト レバー ボタンを押し

て動かしてください。 

アクセル ペダルを踏んだままセレク

ト レバーの操作をしないでくださ

い。急発進して思わぬ事故の原因にな

ります。 

 

操作手順 

1. ブレーキ ペダルを右足で踏んだまま

セレクト レバーを前進であればレ

ンジに、状況に応じて、レンジ

に、また後退のときはレンジに入

れます。 

2. 駐車ブレーキを戻したあと、徐々に

ブレーキ ペダルから足を離し、アク

セル ペダルをゆっくりと踏み込み発

進します。 

注意 

セレクト レバーがどの位置にあるか

をセレクト レバー部またはメーター

内のインジケーターで確認してくださ

い。 

セレクト レバーが、レンジ以外

の位置にあると、アクセル ペダルを

踏まなくても動こうとする特性を持っ

ています。（クリープ現象） 

始動直後およびエアコン使用時は、自

動的にエンジン回転が高くなり（アイ

ドル アップ）、動こうとする力が強

くなります。発進時にセレクト レバ

ー操作をするときはしっかりとブレー

キを踏んでください。 

マニュアル車は発進のスピードを半ク

ラッチ操作とアクセル操作を併用して

調整しますが、CVT車ではアクセル操

作のみで行いますので、アクセル操作

は特に慎重に行ってください。 

切り返しなどでレンジからレン

ジ、レンジからレンジと何度もセ

レクト レバー操作をするときは、そ

のつどブレーキ ペダルをしっかり踏

み、完全に車を止めてから行ってくだ

さい。 

トランスミッションに負担がかかり故

障の原因となります。また必ずシフト

位置も確認してください。 

急発進を防ぐためにレンジからレ

ンジ、レンジからレンジ、レン

ジからレンジにセレクト レバー操

作をするときもブレーキ ペダルをし

っかり踏んでから行ってください。 

坂道発進時など、アクセル ペダルと

ブレーキ ペダルを同時に踏んで発進

しないでください。故障の原因となり

ます。 
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アドバイス 

セレクト レバーをレンジに入れる

と警告ブザーが鳴り、運転者にセレク

ト レバーがレンジにあることを知

らせます。警告ブザーは車外の人には

聞こえませんので注意してください。 

 

坂道発進する場合 

1. 駐車ブレーキがしっかりかかってい

ることを確認しながら、セレクト レ

バーをレンジに入れます。 

2. 右足でアクセル ペダルをゆっくり踏

み、車が動き出す感触を確認してか

ら、駐車ブレーキを解除し、発進し

ます。 

 

アドバイス 

バッテリーとの接続が断たれ、接続を

復帰させた直後は車両の動きがぎこち

ないことがありますが故障ではありま

せん。 

走行時 

操作手順 

1. 通常はレンジで走行します。 

2. 強い加速が必要な場合は、アクセル 

ペダルを踏み込みます。 

3. 長い下り坂や急な下り坂など、強い

エンジン ブレーキを必要とする場合

は、路面状態やスピードに応じて

レンジまたはレンジに切り替えま

す。 

警告 

坂道などでは、セレクト レバーを

、レンジまたはレンジに入れた

まま惰性で後退したり、レンジに入

れたまま惰性で前進することは絶対に

やめてください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが

悪くなったり、ハンドルが重くなるな

ど、思わぬ事故や故障の原因となるお

それがあります。 
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注意 

走行中はレンジに入れないでくださ

い。エンジン ブレーキが全く効かな

くなり、思わぬ事故の原因になりま

す。 

走行中にレンジ、また前進走行中に

レンジに入れないでください。トラ

ンスミッションに重大な損傷をあたえ

る原因となります。 

滑りやすい路面やカーブ走行中では、

急激なアクセル ペダルの操作はやめ

てください。急加速をするため、スリ

ップしたり、カーブを曲がりきれず思

わぬ事故につながるおそれがありま

す。 

長い下り坂や急な下り坂をレンジの

まま走行するとスピードが出すぎてし

まうことがあります。 

このようなときに、フット ブレーキ

を使いすぎるとブレーキの効きが悪く

なるおそれがあります。 

レンジにしてエンジン ブレーキを

併用してください。また、より強いエ

ンジン ブレーキが必要な場合は、

レンジに入れてください。 

ブレーキ ペダルに足をのせたまま走

行しないでください。ブレーキ部品が

早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、

効きが悪くなるおそれがあります。 

 

アドバイス 

渋滞や狭い場所での移動は、クリープ

現象を利用し、アクセル ペダルを踏

まずに、ブレーキ操作のみで速度を調

整するとスムーズに行えます。 

レンジの走行中に急加速を行うと、

車速の上昇よりもエンジン回転数の上

昇が早く感じられますが、CVTの変速

制御によるもので問題ありません。

燃費向上のために 

発進、加速はスムーズに行ってくださ

い。 

CVT車は、軽くアクセル ペダルを踏

むだけでスムーズに加速します。 
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一時停止時 

操作手順 

1. セレクト レバーは走行位置のままで

ブレーキ ペダルをしっかりと踏み続

けます。 

2. 停車が長びくときは、ブレーキ ペダ

ルを踏んだままで駐車ブレーキをか

け、セレクト レバーをレンジに入

れます。 

3. 発進するときは、セレクト レバーの

位置を確認したあと、アクセル ペダ

ルをゆっくりと踏み込みます。 

注意 

上り坂での停止はクリープ現象で前へ

進もうとする力よりも車が後退しよう

とする力の方が大きくなり、車が後退

することがあります。ブレーキ ペダ

ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ

さい。 

平坦路であっても、停車が長びくとき

は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ

い。 

エアコン作動中は自動的にエンジン回

転が高くなり、急にクリープ現象が強

くなりますので、特にしっかりとブレ

ーキ ペダルを踏んでください。 

後退時 

操作方法 

車が完全に止まってからも、ブレーキ ペ

ダルをしっかりと踏み続け、セレクト レ

バーをレンジに入れます。 

注意 

後退するときは体をひねった姿勢とな

るため、ペダルの操作がしにくくなり

ます。ブレーキ操作が確実にできるよ

うに注意してください。 

少し後退したあとなどはレンジに入

れたことを忘れてしまうことがありま

す。後退したあとはすぐレンジに戻

すよう習慣付けましょう。 

切り返しなどでレンジからレン

ジ、レンジからレンジと何度もセ

レクト レバー操作をするときは、そ

のつどブレーキ ペダルをしっかり踏

み、完全に車を止めてから行ってくだ

さい。また、シフト位置も忘れずに確

認してください。 

 

アドバイス 

セレクト レバーをレンジに入れる

と警告ブザーが鳴り、運転者にセレク

ト レバーがレンジにあることを知

らせます。警告ブザーは車外の人には

聞こえませんのでご注意ください。 
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駐車時 

操作手順 

1. 車を完全に止めます。 

2. ブレーキ ペダルを踏んだままで駐車

ブレーキをかけ、セレクト レバーを

レンジに入れます。 

3. エンジン スイッチを“LOCK”の位

置まで回してキーを抜きます。（プ

ッシュ スタート装着車は、スイッチ

を押して電源を“OFF”にします） 

注意 

必ず駐車ブレーキをかけてください。 

エンジンをかけたままで車から離れな

いでください。 

車から離れるときはエンジン スイッ

チを“LOCK”の位置にしてキーを抜

いてください。（プッシュ スタート

装着車は、スイッチを押して電源を

“OFF”にします） 

バッテリーあがりの原因となります。 

レンジでは車輪が固定されます。駐

車するときは必ずレンジにあること

を確認してください。

車が完全に止まらないうちにレンジ

に入れないでください。トランスミッ

ションに負担がかかり故障の原因とな

ります。

プッシュ スタート装着車を除く 

キー インター ロック装置により、セ

レクト レバーがレンジ以外のとき

は、エンジン スイッチを“LOCK”の

位置まで回すことができません。 

(キー インター ロック→ 163 ページ) 
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アイドリング ストップ システムの使いかた 

「アイドリング ストップ」
*

 

オプション/グレード別装備 

「アイドリング ストップ」は、エンジン

暖機後に信号待ちや渋滞などで停車する

と、燃費向上や排気ガス低減、アイドリ

ング騒音低減のため、自動でエンジンを

停止、再始動させるシステムです。 

 

アイドリング ストップ、 

エンジンの再始動のしかた 

1. 走行中にアイドリング ストップが作

動する条件を満たすと、「アイドリ

ング ストップ」表示灯が緑色に点灯

します。 

＜スタンバイ状態＞ 

緑色に点灯 

 

 

*

 本書では、eco IDLEを「アイドリング スト

ップ」と表記しています。 

「eco IDLE」はダイハツ工業株式会社の登録標

章です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 

2. レンジのままブレーキ ペダルを踏

んで停車すると、アイドリング スト

ップが作動します。 

「アイドリング ストップ」表示灯は

アイドリング ストップ中も緑色に点

灯し続けます。 

＜アイドリング ストップ状態＞ 

アイドリング 

ストップ 

 

3. ブレーキ ペダルから足を離すと、エ

ンジンが再始動します。 

「アイドリング ストップ」表示灯は

消灯します。 

＜エンジン再始動＞ 

消灯 エンジン再始動 

ブレーキ ペダルから足を離す 

 

4. しばらく走行して、再びアイドリン

グ ストップが作動する条件を満たす

と、「アイドリング ストップ」表示

灯が緑色に点灯します。 
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警告 

アイドリング ストップ中は車外へ出

ないでください。車外へ出ようとブレ

ーキ ペダルから足を離すと、エンジ

ンが再始動して車両が動き出し、思わ

ぬ事故につながるおそれがあり危険で

す。 

アイドリング ストップ中に運転席ド

アを開けると、ブザーが鳴って警告し

ます。 

(警告ブザー→ 187 ページ) 

 

 

注意 

ブレーキ ペダルとアクセル ペダルは

右足で操作してください。慣れない左

足でのブレーキ ペダル操作は緊急時

の反応が遅れることがあり危険です。 

アイドリング ストップ中は、ブレー

キ ペダルを踏んだまま、アクセル ペ

ダルを踏むとエンジンが再始動します

ので、車両の発進には十分ご注意くだ

さい。 

長時間停車するときや車両から離れる

ときは、駐車ブレーキをかけ、エンジ

ン スイッチを操作してエンジンを停

止させてください。 

 

アドバイス 

アイドリング ストップ中の操作について 

アイドリング ストップ中に、セレク

ト レバーをからレンジ（または

・レンジ）に操作してもアイドリ

ング ストップは継続します。

ただし、セレクト レバーをレンジ

に操作したあと他のレンジに操作する

と、エンジンが再始動します。 

右左折や合流時など、アイドリング 

ストップ中に事前に発進準備をしたい

ときは、下記の操作で事前にエンジン

を再始動することができます。 

ブレーキ ペダルをすばやく踏み増し

する 

「アイドリング ストップ」OFFスイ

ッチを押す 

(「アイドリング ストップ」 

OFFスイッチ→ 186 ページ) 

アイドリング ストップ中のエアコンの作動 

について 

アイドリング ストップ中はエアコン

の冷房、除湿機能が停止し、送風のみ

になります。 

通常作動に戻すには、下記の操作でエ

ンジンを再始動させてください。 

ブレーキ ペダルをすばやく踏み増し

する 

「アイドリング ストップ」OFFスイ

ッチを押す 
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システムの作動条件について 

スタンバイ条件 

下記の条件をすべて満たすと、「アイド

リング ストップ」表示灯が緑色に点灯し、

アイドリング ストップが作動可能な状態

になります。 

「アイドリング ストップ」OFFスイッ

チを押して、アイドリング ストップ

の作動を停止していないとき 

（アイドリング ストップ作動停止中

は、「アイドリング ストップ」表示

灯が橙色に点灯します） 

エンジンが十分に暖まっているとき 

トランスミッション オイルが十分に

暖まっているとき 

バッテリーが十分に充電されていると

き 

エンジン始動後に約 5km/h以上でしば

らく走行したあと 

（走行せずにアイドリング状態を続け

ていても、アイドリング ストップが

作動しません） 

セレクト レバーがレンジのとき 

ボンネットが閉まっているとき 

運転席ドアが閉まっているとき 

外気温が約 0℃以上のとき 

（メーター表示の外気温と異なる場合

があります） 

フロント デフロスター スイッチが

“OFF”のとき 

車内温度が快適なとき 

システム（「アイドリング ストッ

プ」、エンジン電子制御、CVT、ABS、

エアコン）が正常なとき 

急減速していないとき 

アドバイス 

下記の場合、スタンバイ状態になるま

でに時間がかかる場合があります。 

車両を長期間使用しなかったときな

ど、バッテリーが放電しているとき 

バッテリー交換などで、バッテリーの

端子をはずしたあと 

冷暖房初期 
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アイドリング ストップ条件 

スタンバイ条件と下記の条件をすべて満

たすと、「アイドリング ストップ」表示

灯が緑色に点灯したまま、アイドリング 

ストップが作動します。 

停車しているとき 

ブレーキ ペダルを踏んでいるとき 

アクセル ペダルを踏んでいないとき 

アドバイス 

下記の場合、アイドリング ストップ

が作動しない場合があります。 

ブレーキ ブースター（ブレーキ倍力

装置）の負圧が低下しているとき 

ブレーキ ペダルを踏む力が弱いとき 

勾配のきつい坂道で停車したとき 

エンジン再始動条件 

アイドリング ストップ中に、下記のいず

れかの操作を行うと、エンジンが再始動

します。 

ブレーキ ペダルから足を離す 

ブレーキ ペダルをすばやく踏み増し

する 

アクセル ペダルを踏む 

セレクト レバーを・レンジに操

作する 

セレクト レバーをレンジに操作し

たあと、他のレンジに操作する 

「アイドリング ストップ」OFFスイッ

チを押して、システム作動を停止する 

フロント デフロスター スイッチを

“ON”にする  
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アドバイス 

エンジンの再始動について 

下記の場合でも、アイドリング スト

ップ中にエンジンが再始動し、クリー

プ現象
*

が発生しますので、ブレーキ 

ペダルはしっかりと踏み続けてくださ

い。 

アイドリング ストップ中に、アイド

リング ストップが作動可能な条件を

満たさなくなった場合（「アイドリン

グ ストップ」表示灯は緑色に点滅後

消灯） 

・ブレーキ ブースター（ブレーキ倍 

  力装置）の負圧が低下したとき 

・坂道などで車両が動き出したとき 

・バッテリーの放電量が多いとき 

・警告灯（エンジン、CVT、ABS）が 

  点灯するなど、各システムに異常が 

  発生したとき 

・エアコンの制御システムに異常が発 

  生したとき 

・冷房時はエアコン吹き出し口の風の 

  温度が上昇したとき 

アイドリング ストップ中、「アイド

リング ストップ」システムに異常が

発生した場合、またはエンジン部品

（スターター）やバッテリーが交換時

期になった場合（「アイドリング ス

トップ」表示灯は橙色に点滅） 

 

*

 エンジンがかかっているとき、セレクト レ

バーが、レンジ以外の位置で動力がつな

がった状態になり、アクセル ペダルを踏ま

なくてもゆっくりと車両が動き出す現象。 

アドバイス 

アイドリング ストップ時間が短くなる場合 

下記の場合、アイドリング ストップ

時間が短くなる場合があります。 

外気温が高いときにエアコンを使用し

続けたとき 

電装品などの消費電力が大きいとき 

エンジンが再始動しない場合 

下記の場合、警告ブザーが鳴って「ア

イドリング ストップ」表示灯が点滅

し、安全確保のためブレーキ ペダル

から足を離しても、エンジンは再始動

しません。 

アイドリング ストップ中にボンネッ

トを開けたとき 

(警告ブザー→ 187 ページ) 

エンジン再始動時の電装品の動作について 

オーディオの音量が大きいなど、アイ

ドリング ストップ中の消費電力が大

きい場合、エンジン再始動時に下記の

電源が一時的に“OFF”になることが

あります。 

オーディオ 

カー ナビゲーション（別売） 

アイドリング ストップからエンジン

が再始動すると、アクセサリー ソケ

ットの電源電圧が低下するので、使用

している電化製品によっては電源が一

時的に“OFF”になることがありま

す。 
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「アイドリング ストップ」
*

 

表示灯／警告灯 

 

「アイドリング ストップ」に関する操作

状況、車両の状態、システムの異常をお

知らせします。 

 

緑色点灯 

電源を“ON”にしたとき 

（数秒後消灯） 

アイドリング ストップが作動可能な

条件を満たしたとき 

＜スタンバイ条件成立＞ 

アイドリング ストップ中 

 

消灯 

アイドリング ストップからエンジン

が再始動したとき 

アイドリング ストップが作動可能な

条件を満たしていないとき 

＜スタンバイ条件不成立＞ 

 

緑色で低速点滅後、消灯 

アイドリング ストップ中に、アイド

リング ストップが作動可能な条件を

満たさなくなり、エンジンが再始動し

たとき 

 

*

 本書では、eco IDLEを「アイドリング スト

ップ」と表記しています。 

「eco IDLE」はダイハツ工業株式会社の登録標

章です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 

緑色で高速点滅 

アイドリング ストップ中に下記の状態に

なると、高速点滅すると同時に警告ブザ

ーが鳴ります。 

運転席ドアを開けたとき 

ボンネットを開けたとき 

(警告ブザー→ 187 ページ) 

 

橙色点灯 

「アイドリング ストップ」OFFスイッ

チを押して、アイドリング ストップ

の作動を停止したとき 

(「アイドリング ストップ」 

OFFスイッチ→ 186 ページ) 

 

橙色点滅 

「アイドリング ストップ」システム

に異常があるとき 

エンジン部品（スターター）やバッテ

リーが交換時期のとき 

 

注意 

橙色に点滅した場合 

スバル販売店で点検を受けてくださ

い。 

 

アイドリング ストップ時間表示 

アイドリング ストップ時間を、メーター

のディスプレイに表示できます。 

(オド／トリップ表示切り替え・ 

リセット スイッチ→ 122 ページ) 
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「アイドリング ストップ」
*

 

OFFスイッチ 

「アイドリング ストップ」の作動を停止

したいときにスイッチを押します。 

操作方法 

スイッチを押すと、アイドリング ストッ

プは作動停止状態になり、メーター内の

「アイドリング ストップ」表示灯が橙色

に点灯します。 

もう一度スイッチを押すと、アイドリン

グ ストップが作動可能になり、「アイド

リング ストップ」表示灯が緑色に点灯し

ます。 

（アイドリング ストップが作動可能な条

件を満たしていないときは、消灯しま

す） 

(「アイドリング ストップ」 

表示灯／警告灯→ 185 ページ)  

 

 

*

 本書では、eco IDLEを「アイドリング スト

ップ」と表記しています。 

「eco IDLE」はダイハツ工業株式会社の登録標

章です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 

アドバイス 

アイドリング ストップ中に、スイッ

チを押すとエンジンが再始動し、アイ

ドリング ストップは作動停止状態に

なります。（「アイドリング ストッ

プ」表示灯は橙色に点灯します） 

「アイドリング ストップ」はエンジ

ン スイッチ操作によるエンジン始動

をするたびに、作動可能状態に戻りま

す。 
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警告ブザー 

アイドリング ストップ中に、運転席ドア

やボンネットを開けると、警告ブザーが

鳴ります。 

運転席ドアを開けたとき 

警告ブザー（断続音）が鳴り、「アイド

リング ストップ」表示灯が緑色に高速で

点滅します。 

アイドリング ストップは継続します。 

対処方法 

運転席ドアが開いていないかを確認し、

確実に閉めてください。警告ブザーが止

まります。 

 

ボンネットを開けたとき 

警告ブザー（断続音）が数秒間鳴り、

「アイドリング ストップ」表示灯が緑色

に高速で点滅します。 

安全確保のため、通常のエンジン停止状

態になります。（エンジン警告灯・チャ

ージ警告灯・オイル プレッシャー警告灯

も同時に点灯します） 

対処方法 

ボンネットが開いていないか確認し、確

実に閉めてください。 

セレクト レバーをレンジに操作してか

ら、エンジン スイッチを操作して、エン

ジンを始動してください。 

 

ヒル スタート アシスト 

アイドリング ストップからブレーキ ペ

ダルを緩めてエンジンが再始動する際、

最長約 2 秒間ブレーキ力を保持するシス

テムです。 

坂道発進時の後退を軽減します。 

ただし、アイドリング ストップしていな

いときは作動しません。 

 

作動の流れ 

1. ブレーキ ペダルを踏む力を緩める 

 

2. ブレーキ力保持 

 

3. エンジン再始動 
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4. 発進 

 

警告 

ヒル スタート アシストは、坂道で車

両を停車させるシステムではありませ

ん。システムが正常に作動していて

も、坂道で停車中にブレーキ ペダル

を緩めると車両が動き出すおそれがあ

りますので、停車中はブレーキ ペダ

ルをしっかりと踏み続けてください。 

ヒル スタート アシストを過信しない

でください。発進時に車両が不意に動

き出すなどして思わぬ事故につながる

おそれがあります。 

常に周囲の状況を確認して、適切にセ

レクト レバー、ブレーキ ペダル、ア

クセル ペダル、駐車ブレーキを操作

して発進してください。 

ブレーキ ペダルから足を離したら、

すみやかに発進操作を行ってくださ

い。坂道などで惰性で後退した場合、

エンストを起こし、ブレーキの効きが

悪くなったり、ハンドルが重くなるな

ど、思わぬ事故や故障の原因となるお

それがあり危険です。 

重い荷物を車内に積んでいるとき、ま

たは急な上り坂では、システムが作動

していても、車両が後退することがあ

ります。駐車ブレーキをかけたりする

などして発進してください。 

 

アドバイス 

ヒル スタート アシストの作動によ

り、下記の状態になることがあります

が、異常ではありません。 

ブレーキ ペダルの踏みごたえが変わ

る 

ブレーキ ペダルが振動する 

ブレーキから音が発生する 

ヒル スタート アシストは、坂道だけ

ではなく、平坦な道路でも作動しま

す。 
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バッテリー 

「アイドリング ストップ」装着車は、高

性能な専用バッテリーを搭載しています。 

バッテリーを交換するときは、スバル指

定の「アイドリング ストップ」装着車専

用バッテリーに交換してください。 

 

注意 

専用バッテリー以外を使用すると、バ

ッテリーの早期劣化やアイドリング 

ストップが正常に作動しなくなる原因

となります。 

バッテリーの端子から直接電装品の電

源をとらないでください。アイドリン

グ ストップが正常に作動しなくなり

ます。 

 

アドバイス 

バッテリーは定期的に充電すること

で、長持ちさせることができます。詳

しくはスバル販売店にご相談くださ

い。 
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車両制御装置の使いかた 
ecoドライブ モード 

オプション/グレード別装備 

メーター内のエコ表示が示す、エコ運転

（二酸化炭素排出量の少ない環境にやさ

しい運転）の判定を厳しくすることで、

運転者に、よりエコな運転をうながすと

もに、エアコンをecoドライブ モードに

切り替えます。 

(エコ表示→ 130 ページ) 

 

モードの切り替えかた 

ecoドライブ モード スイッチを押して、

ecoドライブ モードの“ON”、“OFF”

を切り替えます。 

“ON”のときは、スイッチの作動表示

灯が点灯します。 

作動表示灯 

 

アドバイス 

ecoドライブ モードが“ON”のとき

は、エアコンの冷房機能を抑えるはた

らきがあるため、冷房の効きが弱く感

じられることがあります。 
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